
一般事業主行動計画 

（次世代育成支援対策推進法・女性活躍推進法） 

 

社会福祉法人夕凪会 

 

職員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図り働きやすい雇用環境整備を行うため、

次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間   令和８年４月１日～令和１３年３月３１日までの ５年間 

 

２．内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取組内容＞ 

 ●育児休業制度の内容を全職員へ年 1回以上周知する。 

●配偶者が出産した男性職員に育児休業制度について個別に声かけを行い、制度の周知・ 

取得の推奨を行う 

 ●業務引継ぎや代替要員の確保を行い、取得しやすい体制を整える 

 ●短期間の育休（産後パパ育休）も含め、柔軟な取得を促進する 

 ●妊娠・出産を申し出た職員に対し、育休前面談を実施し、不安や課題を解消する 

 ●復職後の短時間勤務制度や両立支援制度の利用を促進する 

 ●復職後の働き方に関する相談窓口を設置する 

 

 

 

 

 

 

 

＜取組内容＞ 

 ●法定時間外労働を行う場合は、事前申請制とし、管理職が内容を確認したうえで承認す

る運用を徹底する 

 ●外部人材サービスを活用し、業務平準化を行う 

 ●業務量の偏りを防ぐため、業務分担や人員配置を見直し、繁忙時間帯の負担軽減を図る 

 ●不要な会議の削減や資料の事前共有等を行い、会議・委員会の効率化を進める 

【目標①／次世代育成支援対策推進法】 

目標：計画期間内に、育児休業の取得率を次の水準以上とする。 

男性職員・・・取得率５０％以上 

       （令和７年度実績：100％／対象者１名に対して１名取得） 

女性職員・・・女性職員全体と有期雇用の女性職員それぞれについて、 

取得率１００％を継続する 

（令和７年度実績：100％） 

 

【目標②／次世代育成支援対策推進法】 

目標：フルタイム労働者のうち、２５歳～３９歳の労働者の法定時間外・法定休日労 

働時間の平均が各月１０時間未満をする 

（現状：令和７年度平均：５時間／人） 



 

 

 

 

 

 

＜取組内容＞ 

 ●リーダー候補となる女性職員に対し、面談や研修参加の機会を提供する 

 ●女性職員の登用状況を毎年度確認し、必要に応じて改善策を講じる 

 ●女性管理職比率や育休復職率など、女性活躍に関するデータを公開す  

  る 

 ●新卒・中途採用において、女性が働きやすい環境であることを積極的に発信する 

【目標③／女性活躍推進法】 

目標：女性管理職比率（リーダー以上）を 65％以上にする。 

（現状：令和 8年 4月 1日現在 58％） 


